
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和五年度 伊平屋村出身高校生激励会  

令和５年（２０２３年） 

８月 8 日（火） 

 

六
月
十
日
（
土
）
に
浦
添
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
五
年
度
伊
平

屋
村
出
身
高
校
生
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
沖
縄
本
島
の
十
二
の
高

等
学
校
か
ら
男
子
十
一
名
、女
子
十
名
の
二
十
一
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
高
校

生
の
近
況
報
告
か
ら
は
、学
習
面
や
部
活
動
で
の
目
標
を
立
て
、
将
来
は
大
学
へ
の

進
学
を
目
指
す
な
ど
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
激
励
会
の
合
間
に
数
人
に
声
を
か

け
る
と
、
充
実
し
た
高
校
生
活
が
伺
え
た
。先
輩
か
ら
の
こ
と
ば
で
は
、
伊
平
屋
中

学
校
六
十
八
期
生
、首
里
高
校
卒
、
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
社
会
文
化 

 

県
内
十
二
の
高
等
学
校
か
ら 

二
十
一
名
が
集
い
近
況
を
語
る 

 
 

 

 

六
月
二
十
二
日
（
木
）、
伊
平
屋
村
産
業
連
携
拠
点
セ
ン
タ
ー
に
て
、
北
緯
二
十
七
度
線

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場
完
成
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
復
帰
五
十
年
に
合
わ
せ
、
令
和
三
年

度
よ
り
整
備
を
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
九
七
二
年
の
復
帰
ま
で
、
米
統
治
下
に
置
か
れ
た
沖

縄
と
日
本
本
土
の
「
国
境
」
と
な
っ
た
「
北
緯
二
十
七
度
線
」
が
沖
縄
県
内
で
唯
一
地
上
を

通
過
す
る
場
所
に
と
な
る
本
村
島
尻
に
記
念
広
場
が
完
成
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、
村
の
児

童
生
徒
を
代
表
し
て
、
野
甫
中
学
校
生
徒
会
長
の
前
田
倖
奈
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

今
回
は
そ
の
全
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

一
九
四
五
年
、
日
本
、
そ
し
て
沖
縄
で
の
悲
惨
な
戦
争
が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
沖
縄

で
は
二
七
年
間
に
渡
る
、
ア
メ
リ
カ
世
（
ゆ
～
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
通
貨
は
ド
ル
、
車
は

右
、
今
の
私
に
は
想
像
で
き
な
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
て
、
こ
こ
伊
平
屋
村
に
は
、
日
本

と
、
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
た
沖
縄
の
国
境
線
と
な
っ
て
い
た
『
北
緯
二
七
度
線
』
が
通
っ
て

い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
場
所
は
日
本
で
唯
一
、
北
緯
二
七
度

線
が
通
っ
て
い
る
陸
地
で
す
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
こ
の
戦
争
で
何
が
あ
っ
た
の
か
を
後

世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

沖
縄
で
は
ド
ル
か
ら
円
に
な
り
、
車
が
左
側
を
走
っ
て
い
る
今
で
も
、
世
界
で
は
争
い
や
戦

争
が
絶
え
ず
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
七
八
年
前
の
悲
惨
な
出
来
事
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
私
た

ち
は
歴
史
や
社
会
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
学
び
続
け
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
令
和
五
年
六
月
二
二
日 

野
甫
中
学
校
代
表 

前
田
倖
奈 

教
育
委
員
会 た

よ
り 

文責 

伊平屋村 

教育委員会 

屋比久健太郎 

第４号 

北
緯
二
十
七
度
線
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場
完
成 

学
部
社
会
文
化
学
科
三
年

の
譜
久
村
有
珠
さ
ん
か

ら
、
一
．
今
を
楽
し
む
。

二
、
自
由
と
責
任
。
三
、

何
か
あ
っ
た
ら
大
人
に
相

談
す
る
。
と
い
う
三
つ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

た
。
生
徒
を
代
表
し
て
お

礼
の
こ
と
ば
で
は
、
国
吉

星
南
さ
ん
、
玉
城
愛
さ
ん
か

ら
、
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な

に
会
え
て
色
々
と
話
が
で

き
嬉
し
か
っ
た
。
初
め
て

の
参
加
で
、
嬉
し
か
っ

た
。
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 


